
































































がある。ここにある工業団地には約 40 社の入居企業があり、うち日系企業は 8社を数える。これはラ
オス企業 15 社、タイ企業 9社に次ぐ多さである。なお、日系の 8社のうち 4社が機械関係のメーカー
である。ここで生産される製品は国境の近いタイ側への出荷分だけでなく、500 キロメートル以上はな
れたベトナム・ダナン港への出荷分も少しずつ多くなっているというⅳ。ちなみにサバナケットからダ
















































































































廣畑伸雄「カンボジアに進出する日系中小企業の立地要因」、アジア経営学会第 21 回全国研究発表大会報告（2014 年
9 月 14 日）
写真５：サバナケット市にあるショッピングモール。但し、テナントはまだあまり入っていない。（筆者撮影）
80
注：
ⅰ　…1970年代、北ベトナム政府が南ベトナム反政府軍に物資を供給するために利用した山間部の道路、いわゆる
「ホーチミンルート」が整備されたものと言われている。
ⅱ　ダナン市の日系物流会社へのインタビュー（2014年９月５日）
ⅲ　ダナン港副港湾長へのインタビュー（2014年9月5日）
ⅳ　サバナケット市の地場物流企業へのインタビュー（2014年９月８日）
ⅴ　サバナケット市政府運輸局長へのインタビュー（2014年9月8日）
ⅵ　「中老運輸通道之変―從十多天縮短到3天、從単線路変為多線路」、老撾商業資訊26－27ページ、2014年7月
ⅶ　ダナン市の外資誘致対象のプライオリティは日本企業であるという。
ⅷ　ホーチミン市の日系中小企業へのインタビュー（2014年2月16日）
ⅸ　プノンペン経済特別区の日系電子部品メーカーへのインタビュー（2014年２月16日）
ⅹ　…カンボジアのポルポト政権時代の影響で初等教育はまだ十分に行き届いていない。これは生産性にも影響すると
して、この工場では工場内で一定時間を割り当てて、基礎教育も行っている（2014年2月17日）。
